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エコジョーズ モード
熱効率91.5％

給湯設備：エコジョーズ モード熱効率91.5％
照明設備：非居室全てLED設置
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凡例 一般壁
開口部

耐力壁 筋かいダブル n 柱
準耐力壁等 柱頭 柱 脚筋かいシングル n 通し柱

■ 耐力壁・準耐力壁仕様一覧

種類 壁記号 材種名 基準
倍率

係数 開口
有無

開口
高さ
(cm)

取付
高さ
(cm)

下地貼材
高さ (cm)

垂壁
高さ
(cm)

腰壁
高さ
(cm)

下地貼材
実高さ

(cm)

横架材間
内法寸法

(cm)

有効壁
倍率

最低
厚さ
(mm)

規格
くぎ打ちの方法

種類 間隔 (mm)

耐力壁
A 筋かい(45×90)（シングル） 2.0 - - - - - - - - - 2.00 - - -

B 筋かい(45×90)（ダブル） 4.0 - - - - - - - - - 4.00 - - -

準耐力壁
等

a 石膏ボード(床勝ち大壁) 0.9 0.6 無 0.0 0.0 240.0 240.0 0.0 240.0 284.4 0.45 12.0 JIS A6901-2005 GNF40又はGNC40 150以下

b 石膏ボード(床勝ち大壁) 0.9 0.6 無 0.0 0.0 240.0 240.0 0.0 240.0 273.0 0.47 12.0 JIS A6901-2005 GNF40又はGNC40 150以下
・有効壁倍率=基準倍率×係数×下地貼材実高さ÷横架材間内法寸法
※本表に記載する以外の準耐力壁等の算入は行わない。

■ 壁量判定（必要壁量検討方法： A早見表）

■2 階壁量平面図■ 1階壁量平面図

■ 存在壁量の算定

階・方向 壁記号 有効壁倍率 壁長
(cm)

存在壁量
(耐力壁)

(cm)

存在壁量
(準耐力壁等)

(cm)

存在壁量
(合計)
(cm)

2階/X方向
A 2.00 1,046.50 2,093.00

2,456.55b 0.47 773.50 363.55

2階/Y方向

A 2.00 819.00 1,638.00

2,750.93B 4.00 182.00 728.00

b 0.47 819.00 384.93

1階/X方向

A 2.00 773.50 1,547.00

4,381.65B 4.00 637.00 2,548.00

a 0.45 637.00 286.65

1階/Y方向

A 2.00 910.00 1,820.00

4,556.83B 4.00 546.00 2,184.00

a 0.45 1,228.50 552.83

■ 準耐力壁等の必要壁量に対する割合の確認

・各階・各方向の必要壁量の1/2以下の範囲内で準耐力壁等を加算する場合、準耐力

壁等を考慮せずに壁配置のバランスの確認を行います。また、壁倍率が

1.5倍以下の準耐力壁等を考慮せずに柱頭◼柱脚の接合方法の確認を行います。

階・方向
必要壁量

(cm)
存在壁量

(準耐力壁等)
(cm)

B/A 判定

A B C C<1/2

2階/X方向 1,431.00 363.55 0.26 OK

2階/Y方向 1,431.00 384.93 0.27 OK

1階/X方向 2,699.97 286.65 0.11 OK

1階/Y方向 2,699.97 552.83 0.21 OK

階・方向

地震力に対する床面積当たりの必
要壁量

風圧力に対する見付け面積当たりの必要
壁量 必要壁量の決定

存在壁量
(cm)

壁量判定
必要壁量≦存在壁量

床面積 (
㎡ )

係数
(cm/ ㎡ )

必要壁量
(cm)

見付面積 (
㎡ )

係数
(cm/ ㎡ )

必要壁量
(cm)

地震力
(cm) 記号

風圧力
(cm)

必要壁量
(cm)

A B C ＝ A × B D E F＝ D ×E C F G H G ≦H

2 階X 方向
53.00 27

1,431.00 19.04
50

952.00 1,431.00 ＞ 952.00 1,431.00 2,456.55 OK

2 階Y 方向 1,431.00 19.04 952.00 1,431.00 ＞ 952.00 1,431.00 2,750.93 OK

1 階 X 方向
69.23 39

2,699.97 51.05
50

2552.50 2,699.97 ＞ 2,552.50 2,699.97 4,381.65 OK

1 階 Y 方向 2,699.97 41.02 2051.00 2,699.97 ＞ 2,051.00 2,699.97 4,556.83 OK

◼ 風圧力の区分：一般地域
◼ 各階ごとに、X 方向、Y 方向のそれぞれについて、C とF を比較して、大きい方をこの建築物の必要壁量として採用します。
◼ 地震力の必要壁量は、「地盤割増( 令第46 条第4 項)」を含む( 地盤割増 :1.0)
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階
方
向

位
置

有効面積
(㎡)

壁量係数
(cm/㎡)

地盤割増
必要壁量

(cm)
存在壁量

(cm)
壁量充

足率
壁量充足率

判定

壁量充足率がNGの場合の
み

壁率比 壁比率判定

① ② ③ ➃＝①×②×
③

⑤ ⑥＝⑤÷➃ ⑥＞1.00 ⑦＝⑥小÷⑥大 ⑦≧0.5

2

X
上 13.25 27 1.0 357.75 637.00 1.78 OK

(0.87) (OK)下 13.25 27 1.0 357.75 728.00 2.03 OK

Y
左 13.25 27 1.0 357.75 910.00 2.54 OK

(0.79) (OK)右 13.25 27 1.0 357.75 728.00 2.03 OK

1

X
上 11.68 20(＊) 1.0 233.60 455.00 1.95 OK

(0.72) (OK)下 19.88 39 1.0 775.32 1,092.00 1.41 OK

Y
左 13.25 39 1.0 516.75 1,456.00 2.82 OK

(0.83) (OK)右 19.88 39 1.0 775.32 1,820.00 2.35 OK

・壁量係数欄の(＊)は2階が乗らない領域のため平屋の係数を用いたことを表します。
・壁比率判定は、壁量充足率が全てOKの場合記入不要ですが、参考として(  )を付けて記入しています。
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柱
方
向

1階 2階

L 2.8/2.7 N

接合金物

柱状況 パターン 補正
値

A1 B1 2.9/2.7 柱 柱 状 況 パ タ ー ン 補正
値

A2 B2 柱頭 柱脚

4 X 下屋／他柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 0.6 1.04 0.75 (は) (は)

5 X 下屋／出隅 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.8 1.08 0.4 1.04 0.90 (ち) (ち)

Y 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.8 1.08 0.4 1.04 3.05

8 X 下屋／他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 0.6 1.04 0.20 (ろ) (ろ)

9 X 下屋／他柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.08 0.6 1.04 0.75 (は) (は)

13 Y 下屋／他柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.08 0.6 1.04 1.55 (ほ) (ほ)

18 X 出 隅 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.08 1 出隅 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 2.40 無(通し柱) (と)

Y 出 隅 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.8 1.08 1 出隅 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 2.40

19 X 他 柱 2.0 ／|× 4.0 0.5 2.5 0.5 1.08 2 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.6 1.04 - 0.25 (い) (い)

20 X 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 3 他柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 1.85 (と) (と)

21 X 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 5 他柱(右) 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 - 0.30 (と) (と)

Y 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 4 他柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.6 1.04 2.65

22 X 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 5 他柱(左) 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 - 0.30 #(ろ) #(ろ)

23 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.25 (い) (い)

24 X 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.75 無(通し柱) #(へ)

Y 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 7 出隅 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 1.6 1.04 0.50

25 Y 他 柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.08 1.6 1.04 - 1.05 (い) (い)

28 Y 他 柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.08 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

29 Y 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 8 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 - 0.80 #(ろ) #(ろ)

30 X 他 柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.08 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 9 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 0.00

31 X 他 柱 4.0 ×|× 4.0 0.0 0.0 0.5 1.08 1.6 1.04 - 1.60 (い) (い)

32 X 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

34 Y 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 12 他柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.6 1.04 0.50 #(ほ) #(ほ)

36 Y 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.75 (い) (い)

37 Y 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 13 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 1.35 (に) (に)

38 X 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 17 他柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 - 0.30 #(は) #(は)

39 X 他 柱 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.5 1.08 18 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 - 0.80 #(ろ) #(ろ)

40 X 他 柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.08 19 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 1.35 (に) (に)

41 X 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 20 他柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 1.85 (と) (と)

Y 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 20 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 0.55

42 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 21 他柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 1.05 (に) (に)

Y 他 柱 2.0 ＼|× 4.0 0.0 2.0 0.5 1.08 21 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.6 1.04 0.00

43 X 他 柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.08 22 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.6 1.04 - 1.60 (い) (い)

44 X 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.08 23 他柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.04 1.05 (に) (に)

45 Y 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.25 (い) (い)

46 Y 他 柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.08 27 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 - 0.25 #(ろ) #(ろ)

47 Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.75 (い) (い)

48 Y 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 29 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 1.35 (に) (に)

49 Y 他 柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.08 1.6 1.04 - 1.60 (い) (い)

51 Y 他 柱 4.0 ×|× 4.0 0.0 0.0 0.5 1.08 1.6 1.04 - 1.60 (い) (い)

52 Y 他 柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.08 30 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 - 0.25 #(ろ) #(ろ)

53 Y 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.08 1.6 1.04 - 0.75 (い) (い)

54 Y 他 柱 2.0 ／|× 4.0 0.5 2.5 0.5 1.08 32 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

55 X 出 隅 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.08 33 出隅 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 2.40 無(通し柱) (と)

Y 出 隅 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.08 33 出隅 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 2.40

56 X 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 1.08 34 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

57 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 35 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 0.55 (ろ) (ろ)

58 X 他 柱 2.0 ＼|× 4.0 0.0 2.0 0.5 1.08 36 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.6 1.04 0.00 (い) (い)

Y 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.08 1.6 1.04 -0.25

59 X 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 1.08 37 他柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 1.35 (に) (に)

60 X 他 柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.08 38 他柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.04 1.35 (に) (に)

61 X 出 隅 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.8 1.08 39 出隅 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 4.55 (り) (り)

Y 出 隅 0.0 |／ 2.0 - 0.5 1.5 0.8 1.08 39 出隅 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.04 2.40

柱 方 柱
向 状況

パターン 補正
値

A1 B1 L 2.8/2.7 N

1 X 出 隅 0.0 |＼ 2.0

Y 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70

2 X 他 柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 0.6 1.04 -0.60

3 X 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

4 Y 他 柱 4.0 ×| 0.0 0.0 4.0 0.5 0.6 1.04 1.45

5 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

6 X 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

7 Y 出 隅 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70

8 Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

9 Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

12 Y 他 柱 0.0 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 0.6 1.04 1.45

13 Y 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

17 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

18 X 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

19 X 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

20 X 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

Y 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

21 X 他 柱 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

Y 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.04 -0.10

22 X 他 柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 0.6 1.04 -0.60

23 X 他 柱 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.04 0.70

26 Y 他 柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.04 -0.10

27 Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

29 Y 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

30 Y 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

32 Y 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

33 X 出 隅 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70

Y 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70

34 X 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

35 X 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

36 X 他 柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.04 -0.10

37 X 他 柱 2.0 ＼| 0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

38 X 他 柱 0.0 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.04 0.15

39 X 出 隅 2.0 ／| 0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70

接合金物

柱 頭 柱 脚

0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70 (へ) 無(通し柱)

(い) (い)

(は) ※(と)

(ほ) ※(と)

(は) (は)

(ろ) (ろ)

(へ) 無(通し柱)

(ろ) (ろ)

(ろ) (ろ)

(ほ) (ほ)

(ろ) ※(に)

(は) (は)

(ろ) (ろ)

(ろ ) ※(に)

(は) ※(と)

(は) (は)

(い) (い)

(は) (は)

(い) (い)

(ろ) (ろ)

(ろ) ※(に)

(ろ) (ろ)

(ろ ) (ろ)

(へ) 無(通し柱)

(ろ) (ろ)

(ろ) (ろ)

(い) (い)

(ろ) ※(に)

(ろ) ※(に)

(へ) ※(り)

Y 0.0 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.04 1.70 (へ)
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